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30ml/min で５秒または 30 秒間行った。金属錯体としては溶解度の高いジアセチルアセテネ
ートパラジウム錯体 Pd(hfa)2 を用いた。超臨界流体による錯体注入は 40〜90℃、8〜25MPa
の範囲で 30 分行った。その後、処理布帛を取り出し、NaBH4 水溶液で錯体を還元処理した。 
各処理後の布帛は重量測定、電気伝導度測定、走査型電子顕微鏡観察、XPS 分析などで評
価した。90℃以上の温度では布帛の収縮が見られた。Pd 固定量および銅めっき重量などを評





















引用文献                     Fig.1  Cross-sectional views of Cu- 
1) T.Baba, et al., Sen-i Gakkaishi, 66, 63(2019)など     plated PP fiber treated with Pd (hfa)2 
                                                    before(top) and after(bottom) plasma
                                                    treatment.          
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